マスカン語の基礎語彙 (1

)*
Abstract

This 
paper describes the basic vocabulary in Mesqan language spoken in Ethiopia, and its phonetic and phonological features.

1□
はじめに

　筆者は2010
年8月7日から同月17日にかけてエチオピア連邦民主共和国、南部諸民族州、グラゲ・ゾーン (Gurage zone) のブタジラ (Butajira) でマスカン語 (Mäsqan, Mesqan) の調査を行った。
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図
 1: エチオピア南西部の地図
Gordon (2005) を基に作図 (○で囲った部分がマスカン語使用地域である)
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図 2: エチオピア・セム語派の系統図
Hetzron (1977: 17) を基に作図 (○で囲った部分がマスカン語)
　本研究の被調査者によればマスカン語は文字に書かれることはなく、学校で教育されることはないという。 

2　先行研究

　以下にLeslau (1979) の母音目録 (図3) と子音目録 (表1) を示す。ちなみに稀な音は ( ) で囲われている。
	i
	ə / (ə̃)
	u

	e
	ä
	o

	
	a / (ã)
	


図3: 母音目録 (Leslau 1979: xxi)
表1: 子音目録 (Leslau 1979: xxii-xxiv)

	
	両唇音
	唇歯音
	歯-歯茎音
	硬口蓋-歯茎音
	前硬口蓋音
	軟口蓋音
	声門音

	破裂音
	
	b
	
	t
	d
	
	
	
	
	k
	g
	 (ʼ)

	鼻音
	
	m
	
	
	n
	
	ň
	
	
	
	
	

	流音
	
	
	
	
	r
l
	
	
	
	
	
	
	

	摩擦音
	f
	
	 
	s
	z
	š
	ž
	
	
	x
	
	 h

	接近音
	
	w
	
	
	
	
	
	
	y
	
	
	

	破擦音
	
	
	
	
	
	č
	ǧ
	
	
	
	
	

	円唇化音
	
	bw

	 fw

	
	
	
	
	
	
	kw
xw
	gw
mw
	

	口蓋化音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	kʹ

xʹ
	gʹ
	

	喉頭化音
	
	
	
	ṭ
	
	č̣
	
	
	
	q
qw
qʹ
	
	


3　調査方法

3.1　被調査者

今回の調査データは2010年8月7日から同月17日にエチオピア連邦民主共和国のブタジラで得たものである。今回協力を得た被調査者はブタジラで生まれ、現在ブタジラで生活しているAH氏である。AH氏は男性で調査時点で52歳であり、言語形成期をブタジラで過ごした。話すことができる言語はマスカン語、アムハラ語、英語であり、書くことができる言語はアムハラ語と英語であるという。
3.2　録音方法
録音は静穏な部屋で、Edirol R-09HR (Roland製) にダイナミックマイクロフォンSM58SE (Shure製) を接続して行った。マイクロフォンにはウィンドスクリーンA58WQ-BLK (Shure製) を装着した。Wave形式にてファイル化、サンプリング・レートは取り込み時点で44,100Hz、量子化16ビットであり、モノラル録音を行った。
　単語調査の際、被調査者にはあらかじめ英語とアムハラ語で書かれた単語を見せ、その単語の意味を正しく理解しているかどうかを確認した。その上で、マスカン語の発話を3回してもらった。単語を収集する際、アジア・アフリカ言語文化研究所 (1979) の語彙リストを利用したが、今回の調査では0346「煮る」まで収集した。
4　基礎語彙
表2：マスカン語の基礎語彙
	　番号
	意味
	形式

	0001
	「頭」
	[ɡunːɐn] / gunnan (L: 784)

	0002
	「髪」
	[ɡunːɐn] / gunnan (L: 784)

	0003
	「ひたい」
	[ɡəmbaɾ] / fənč̣ä (L: 779)

	0004
	「眉毛」
	[k’ərəb] / qərrəb (L: 806)

	0005
	「目」
	[eːn] / en (L: 757)

	0006
	「涙」
	[imba] / əmba (L: 756)


5　おわりに
　本稿の目的はマスカン語の基礎語彙を音声表記で示し、分節音の音声的あるいは音韻的特徴を示すことにあった。
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* 本調査は平成22～25年度科学研究費基盤研究 (B)「変容するエチオピア諸言語の静態と動態に関する総合的研究、ならびにデータベース構築」代表：柘植洋一 (金沢大学) (課題番号 22401046) によるものである。本稿で用いる略号は次の通りである。2 = 2人称、3 = 3人称、sg. = 単数、pl. = 複数、m. = 男性、f. = 女性。





�18p。上に12pの空白2行。MS明朝。Times New Roman。


【注意】著者名と所属は原稿に記入しないこと。


�注は10p MS明朝。Times New Roman。


�14p太字。上に12pの空白2行.


�英文要旨は300語程度。12p。Times New Roman。各段落の先頭行は2文字分の空白でインデント。最後に2行分の空白。.


�全角一行空白。


�14p 太字。数字はTimes New Roman。節タイトルはMSゴシック。太字。上に12pの空白3行


�本文は12p。MS明朝。Times New Roman。


�図のキャプションは下に配置。


�上に一行空白。


�表のキャプションは上に配置。


�12p。


�12p。センタリング。上に一行空白。


�3字下げ?。





